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§１ はじめに 
 
  １－１ 概要 
 
   ８ビット集中検針盤【ＡＲ－Ⅶ】は、８ビット通信機能付き（水道メーター、ガスメーターなど）メー 

 ター用の集中検針、自動検針に使用できる集中検針盤システムです。 
 
 
 集中検針盤システム構成図 
     

 集中検針盤 

  表示･制御 
 ユニット 

  漢字ﾌﾟﾘ 
 ﾝﾀｰ 
 (ｵﾌﾟｼ 
 ｮﾝ) 

 

                バスラインの接続メーター個数の最大は 
 ﾊﾞｽﾗｲﾝ CH2   16（個／台）×10（台／回線）×5（回線）＝800個 
 
                                                  (Max 10) 

       CH1  ﾊﾞｽﾗｲﾝ CH6 
  端末 

ﾕﾆｯﾄ 
 ① 

  端末 
 ﾕﾆｯﾄ 
② 

 

 
 
 

    AC100V 
 
 
 
 
 
   T-NCU 

 
 

 端末伝送器   端末伝送器  

 

 ※QR1

 ﾌﾟﾘﾝﾀ
 ｰ(ｵﾌﾟ
ｼｮﾝ)

 
 

      (Max 16)     Ｍ    Ｍ   Ｍ   Ｍ  
 Ｍ   Ｍ   Ｍ    Ｍ

          (Max 64)          (Max 64) 

 

                                                                                               
バス接続方式の最大接続メーター数は最大８００個  
スター接続方式の最大接続メーター数は 
６４＋６４＝１２８個（端末ユニット増設時）   Ｍ

 
：８ビット通信機能付き 
           電子式水道メーター 

バス・スター接続方式の最大接続メーター数は 
１～６４＋７３６～７９９＝８００個 
(ｽﾀｰ) + (ﾊﾞｽ) ＝ 合計最大８００個 

 
 
    注）バス・スター接続方式のスター部分は６４個用のみです。 
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１－２ 安全に正しくお使いいただくために（必ずお守りください） 
 
     この取扱説明書では製品を正しくお使いいただき、あなたや他の人への危害や財産への損害 
     を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は、次のように 
     なっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。  

     表 示                             意     味   掲載ページ

  この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡または重傷を 
 負う可能性が想定されることをあらわしています。 

    ２頁 

  この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が傷害を負う可能性 
 が想定される場合、および物理的損害のみの発生が想定されることをあら 
 わしています｡ 

 
    ２頁 

 
 
    警告表示用図記号について次のような意味があります。 
 
 
 
 
              一般的な注意           感電注意          一般的な禁止          分解禁止              
  

 

濡れた身体で操作、作業をしないでください。 
感電の恐れがあります。 
とくに、扉を開けて作業する場合は注意してください。 

 
本機の内部にはＡＣ１００Ｖが使用されています。 
本機の扉を開けて作業をする場合は直流電源部（図記号：ＰＳ１， 
ＰＳ２）や「ＡＣ１００Ｖ」とかかれているところはふれないように 
してください。 
感電の恐れがあります。 

内蔵電池（バックアップ用電池）は充電、加熱、火中への投入等をし 
ないでください。 
発火、破裂等の恐れがあります。 

 

内蔵電池（バックアップ用電池）は分解しないでください。 
刺激性ガスの発生する恐れがあります。 

 

 
  

  

本機の扉を開けて作業をする場合は、注意して作業をしてください。 
作業中に頭部などを扉のカドで打つ恐れがあります。 

 

 
 
          集中検針盤の設置及び調整については「工事指導書」を参考に設置して頂くようお願いします。 
 

！ 警告

！ 注意

！

！ 警告

！ 注意
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§２ 集中検針盤 
 
  ２-１ 外観図及び外形寸法 
 
   （１）集中検針盤（バス・スター及びスター接続６４個用） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）集中検針盤（スター接続１２８個用） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ネームプレート

ネームプレート錠 表扉（ｔ＝１．６） 箱体（ｔ＝１．６）

380
4
5
0

150

ネームプレート

錠 ネームプレート 箱体（ｔ＝１．６）表扉（ｔ＝１．６）

5
5
0

150450
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     （３） 表扉を外したところ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  （４）端末伝送器 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プリンター出力用コネクター

中扉（ｔ＝１．６）中扉ツマミ 表示・操作
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    ２－２ 各部の名前と働き 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

     キ ー                           働      き 

 診断     メーター診断機能の内容を選択します 

 メーター種別     検針したいメーターの種類を切り替えします 

 モード     随時検針値、定時検針値の切り替えをします 

 棟     検針を行う棟を選択します 

 部屋     検針を行う部屋を選択します 

 速度     検針間隔の設定（４秒、８秒、１２秒）をします 

 手動  
 

  現在表示している部屋番号を検針表示または印字します。また、キーを押す毎 
  に部屋番号を順送りします（メーター１個毎の検針値表示または印字） 

 
 自動      現在表示している部屋番号以降を、連続して検針表示または印字します 
 
 停止      連続して検針している作業を停止させます 
 
 表示・ON／OFF     表示部をON、OFFします 
 
 △  
 

   キーを押す毎に部屋番号を順送りします。また、このキーを押し続けると部屋 
  番号を早送りします 

 
 ▽  
 

  キーを押す毎に部屋番号を逆送りします。また、このキーを押し続けると部屋 
  番号を早戻しします 

 
 ﾌﾟﾘﾝﾀｰ･ON/OFF     プリンターによる印字機能の有効(ON)/無効(OFF)を切り替えます 

 

棟番号・部屋番号表示部診断キー アラーム表示ＬＥＤ 計量値表示部

表示ＯＮ／ＯＦＦキー

自動検針キー

停止キー

手動検針キー

部屋番号選択キー

モード表示ＬＥＤ

メーター種別表示ＬＥＤ

通電表示ＬＥＤ

棟番号選択キー

通 電 診 断 アラーム
水 道 漏 水 過 大 逆 流 電 池 その他

その他電 池漏 洩
ガ ス

その他

水 道 ガ ス その他

定 時随 時

印 字

メーター
種別

モード

プリンター
ＯＮ／ＯＦＦ

部屋棟

速度

手動 自動

停止

表示
ＯＮ／ＯＦＦ

棟番号 部屋番号 計量値

速度選択キー

メーター種別選択キー

モード選択キー

上下矢印キー

プリンターＯＮ／ＯＦＦキー

印字表示ＬＥＤ
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通 電 診 断 アラーム
水 道 漏 水 過 大 逆 流 電 池 その他

その他電 池漏 洩
ガ ス

その他

水 道 ガ ス その他

定 時随 時

印 字

メーター
種別

モード

プリンター
ＯＮ／ＯＦＦ

部屋棟

速度

手動 自動

停止

表示
ＯＮ／ＯＦＦ

棟番号 部屋番号 計量値

 
２－３ 検針盤の操作方法 
 

 （１）基本（検針待ち）画面の表示 
    
   1.表示・ON/OFFキーを押すと、「画面１」を表示し 
   ます。全てのＬＣＤとＬＥＤが点灯し、表示のチェ 

    ックをします。 
   2.約２秒後に「画面２－１」、「画面２－２」のいずれ

   かを表示します（どの画面になるかは、出荷時の設定

   で決まります）。 
  3.オートパワーＯＦＦ機能がありますので、操作キーが 
     押されることなく、１０分経過すると自動的に表示が 
     「ＯＦＦ」となります。 
   4.「画面２－１」、「画面２－２」を以下「基本画面」

    画面１と表記します。 
                             （初期値はテナントデータによります） 
                   画面１  
     ＜随時検針＞                                    ＜定時検針＞ 

  
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

    
                 画面２－１                                      画面２－２ 
 
 
   （２）モードの選択（随時検針値または定時検針値を選択） 
 
      1.基本画面でモードキーを押す度に、モードＬＥＤの点灯が交互に切り替わります。                

     2.ＬＥＤの点灯しているモードを検針値として表示します｡ 
                                         
         随時検針選択時の表示 ： モード   ■ 随時 □ 定時    「画面２－１」 
 
 
         定時検針選択時の表示  ： モード   □  随時 ■ 定時   「画面２－２」 
 
 
    ※ 随時検針・・・任意の時刻に検針盤での操作にて行う検針 
        定時検針・・・設定された定時刻にて自動で行われる検針 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

通 電 診 断 アラーム
水 道 漏 水 過 大 逆 流 電 池 その他

その他電 池漏 洩
ガ ス

その他

水 道 ガ ス その他

定 時随 時

印 字

メーター
種別

モード

プリンター
ＯＮ／ＯＦＦ

部屋棟

速度

手動 自動

停止

表示
ＯＮ／ＯＦＦ

棟番号 部屋番号 計量値

通 電 診 断 アラーム
水 道 漏 水 過 大 逆 流 電 池 その他

その他電 池漏 洩
ガ ス

その他

水 道 ガ ス その他

定 時随 時

印 字

メーター
種別

モード

プリンター
ＯＮ／ＯＦＦ

部屋棟

速度

手動 自動

停止

表示
ＯＮ／ＯＦＦ

棟番号 部屋番号 計量値
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（３）検針速度の設定 

      各メーターを順次検針していく間隔（検針速度）を設定できます。 
    
   1.基本画面で速度キーを押すと、「画面３」を表示し 

     ます。 
    2.以後、速度キーを押すごとに、計量値表示部に表示 
   された検針速度が 
   ０４（秒）→０８（秒）→１２（秒）→ ０４（秒） 

   ･･･ の順で変わります。 
 
 
 
 
 
 

 
                    画面３ 
 
    （４）連続自動送り検針 
          自動的に全メーターの指示値を設定された検針速度にて、順次検針することができます。 

 
1.基本画面で自動キーを押すと、自動的に全メーター 

の指示値を設定された検針間隔（検針速度）で、順   

     次検針し表示します。（画面４） 
棟番号の頭に表示されている は、現在連続自動送 
り検針中を示しています。また、計量値の上に表示 
されている の点滅表示は、メーターと通信中を示 

   しています。検針中（メーターと通信中）は、キー 

   操作ができません。 
 
 
 
 

 
                   画面４ 
 

 
2.途中で停止させたい場合は、停止キーを押してくだ 

    さい。検針を途中で中断します。（画面５） 
      検針中（メーターと通信中）は、キー操作ができな 

いので、″ﾋﾟｯ ″と音がするまで、停止キーを押し 

   続けてください。 
    停止後は、再度自動キーを押すと、停止した次の部 
   屋から検針します。 
   3.全メーターの検針が終了すると検針動作を終了しま 
      す。（画面５） 
 
 
 
 

                    画面５ 
 
 
 
 
 
 
 

通 電 診 断 アラーム
水 道 漏 水 過 大 逆 流 電 池 その他

その他電 池漏 洩
ガ ス

その他

水 道 ガ ス その他

定 時随 時

印 字

メーター
種別

モード

プリンター
ＯＮ／ＯＦＦ

部屋棟

速度

手動 自動

停止

表示
ＯＮ／ＯＦＦ

棟番号 部屋番号 計量値

通 電 診 断 アラーム
水 道 漏 水 過 大 逆 流 電 池 その他

その他電 池漏 洩
ガ ス

その他

水 道 ガ ス その他

定 時随 時

印 字

メーター
種別

モード

プリンター
ＯＮ／ＯＦＦ

部屋棟

速度

手動 自動

停止

表示
ＯＮ／ＯＦＦ

棟番号 部屋番号 計量値

通 電 診 断 アラーム
水 道 漏 水 過 大 逆 流 電 池 その他

その他電 池漏 洩
ガ ス

その他

水 道 ガ ス その他

定 時随 時

印 字

メーター
種別

モード

プリンター
ＯＮ／ＯＦＦ

部屋棟

速度

手動 自動

停止

表示
ＯＮ／ＯＦＦ

棟番号 部屋番号 計量値
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4.検針中、何らかの原因により検針を失敗した場合 

は”Ｅ－＊＊”（詳細は 「２－４ エラー表示」 

11頁参照）を表示します。（画面６） 
      この場合、出荷時の設定により自動的に停止する 
   タイプと、そのまま次のメーターの検針に進むタ 
   イプがあります。 
      停止するタイプで、次のメーターより再び自動で 

検針したい場合は、自動キーを押してください。 
 
 
 
 
 

                    画面６ 
 
    （５）手動送り検針 
          手動により各メーターの指示値を順次検針することができます。 

1.基本画面で手動キーを押すことにより、指定された部   屋番号のメーターを検針し表示します。 

         （画面５） 
2.何らかの原因で検針に失敗した場合は”Ｅ－＊＊”を   表示します。（画面６） 

     3.次のメーターを検針する場合は手動キーを押して検針  してください。 
 
    （６）棟指定検針 
          指定した棟のメーターの指示値を順次検針することができます。 

1.特定の棟のメーターを検針したい場合は、基本画面 

   で棟キーを押してください。棟を指定できるように 

   なります。（画面７） 
    2.棟 △ ▽ キーで棟を指定した後、自動キー又は 
     手動キーを押すことにより、指定した棟を検針する 

   ことができます。 
 
 
 
  
 
 
 

 
                    画面７ 
 
  （７）部屋指定検針 
          指定した部屋のメーターの指示値を検針することができます。 

1.特定の部屋のメーターを検針したい場合は、（６） 

   で棟を指定した後、部屋キーを押してください。  

   部屋を指定できるようになります。（画面８） 
2.部屋 △  ▽ キーで部屋を指定した後、自動キー 

   又は部屋キーを押すことにより、指定した部屋か  

   ら検針をすることができます（画面５） 
3.停止 ＋ △ キー（停止を押しながら△キー） 

   で登録されている最後の部屋番号を表示します。 
4.停止 ＋ ▽ キー（停止を押しながら▽キー） 

   で登録されている先頭の部屋番号を表示します。 
 
 
 

 

通 電 診 断 アラーム
水 道 漏 水 過 大 逆 流 電 池 その他

その他電 池漏 洩
ガ ス

その他

水 道 ガ ス その他

定 時随 時

印 字

メーター
種別

モード

プリンター
ＯＮ／ＯＦＦ

部屋棟

速度

手動 自動

停止

表示
ＯＮ／ＯＦＦ

棟番号 部屋番号 計量値

通 電 診 断 アラーム
水 道 漏 水 過 大 逆 流 電 池 その他

その他電 池漏 洩
ガ ス

その他

水 道 ガ ス その他

定 時随 時

印 字

メーター
種別

モード

プリンター
ＯＮ／ＯＦＦ

部屋棟

速度

手動 自動

停止

表示
ＯＮ／ＯＦＦ

棟番号 部屋番号 計量値

通 電 診 断 アラーム
水 道 漏 水 過 大 逆 流 電 池 その他

その他電 池漏 洩
ガ ス

その他

水 道 ガ ス その他

定 時随 時

印 字

メーター
種別

モード

プリンター
ＯＮ／ＯＦＦ

部屋棟

速度

手動 自動

停止

表示
ＯＮ／ＯＦＦ

棟番号 部屋番号 計量値
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          画面８ 
 
 
   （８）アラームの確認 
         検針時にメーターにアラームがある場合、アラームＬＥＤの点灯にて確認することができます。 

 
   1.手動送り検針時、メーターにアラームが発生してい 
   るときは、手動送り検針後、アラームのＬＥＤが点 

    灯し、「ピッ・ピッ」と音が鳴ります。（画面９） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
           画面９ 
 

    2.連続自動送り検針時、メーターにアラームが発生し 
   ているときは、検針値と共にアラームのＬＥＤが点 
   灯し、「ピッ・ピッ」と音が鳴ります。（画面１０） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

               
             画面１０  

  ここで表示されるアラームは、メーター側のアラームです。アラーム内容や対応については、別 
 途メーターの取扱説明書を参照して頂くようお願いします。  

 
 
    （９）アラームの個別リセット（電子式水道メーターのみアラームのリセットができます） 
 
    アラームの表示がされている画面（画面９）で停止キーを押しながら診断キーを押すと表示されたア 

   ラームが全てリセットされます。（画面５） 
 
 
  

 アラームの個別リセットを実施すると、電子式水道メーターのアラーム表示は消 
 えますが、事象は改善されませんので注意してください。 

 
 
 
 
 
 

通 電 診 断 アラーム
水 道 漏 水 過 大 逆 流 電 池 その他

その他電 池漏 洩
ガ ス

その他

水 道 ガ ス その他

定 時随 時

印 字

メーター
種別

モード

プリンター
ＯＮ／ＯＦＦ

部屋棟

速度

手動 自動

停止

表示
ＯＮ／ＯＦＦ

棟番号 部屋番号 計量値

通 電 診 断 アラーム
水 道 漏 水 過 大 逆 流 電 池 その他

その他電 池漏 洩
ガ ス

その他

水 道 ガ ス その他

定 時随 時

印 字

メーター
種別

モード

プリンター
ＯＮ／ＯＦＦ

部屋棟

速度

手動 自動

停止

表示
ＯＮ／ＯＦＦ

棟番号 部屋番号 計量値

！
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    （10）診断値表示 
     診断値の内容を確認することができます。 
 
   ・電子式水道メーター：漏水量、超過量、瞬間流量 

   ・機械表示式水道メーター：パルス単位、メーター状態 

 ・積算熱量計：パルス単位、メーター状態 

 ・温水メーター：パルス単位、メーター状態 

 ・電文カウンター：パルス単位、メーター状態 

   

1.診断キーを押すと診断値モード（画面１１）になりま 

  す。 
 

 注意：アラーム表示の内容と診断値の内容は一部異なっ 

    ています。診断値の内容は下記の表の内容になり 

    ますので注意してください。 
 
                   画面１１ 
 
              水道   漏水    過大      逆流      電池   その他 
               アラーム       ①■     ②■   ③■   ④■       ⑤■  

LED点灯      電子式水道メーター 
機械表示式水道メーター・積算熱量計

温水メーター・電文カウンター 

   ① 漏水量  

   ② 超過流量  

   ③ 瞬間流量  

   ④   パルス単位 

 

   ⑤   メーター状態 

 

 
 
    ・診断キーを押すことにより診断内容を変えることができます。 
      【電子式水道メーターの場合】 
 
 
              水道   漏水    過大      逆流      電池  その他 
               アラーム       ①■     ②□   ③□   ④□    ⑤□   （漏水量） 
                                    ↓ 
              水道   漏水    過大      逆流      電池    その他 
               アラーム       ①□     ②■   ③□   ④□    ⑤□   （超過流量） 
                                        ↓ 
              水道   漏水    過大      逆流      電池    その他 
               アラーム       ①□     ②□   ③■   ④□    ⑤□   （瞬間流量） 
 
 
      【機械表示式水道メーター、積算熱量計、温水メーター、電文カウンターの場合】 

 
 
              水道   漏水    過大      逆流      電池  その他 
               アラーム       ①□     ②□   ③□   ④■    ⑤□  （パルス単位） 
                                    ↓ 
              水道   漏水    過大      逆流      電池    その他 
               アラーム       ①□     ②□   ③□   ④□    ⑤■  （メーター状態） 
 
 

通 電 診 断 アラーム
水 道 漏 水 過 大 逆 流 電 池 その他

その他電 池漏 洩
ガ ス

その他

水 道 ガ ス その他

定 時随 時

印 字

メーター
種別

モード

プリンター
ＯＮ／ＯＦＦ

部屋棟

速度

手動 自動

停止

表示
ＯＮ／ＯＦＦ

棟番号 部屋番号 計量値
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   2.診断値の読み取りは、診断値表示モード（画面11）で（４）連続自動送り検針、（７）部屋指定検針 

    と同様な操作を行い診断値を表示させます。 
      3.メーター種別 を押す毎にメーター種別（識別）を切替えることができます。 
 
  （11）プリンター（ＱＲ１）に検針値を打ち出す場合 
      1.プリンターを接続する時は、表示が消えてることを確認してから（表示していれば表示ＯＮ／ＯＦＦ 

    キーを押して表示を消してから）、プリンターをプリンター用コネクターに接続してください。 
2.プリンターＯＮ／ＯＦＦキーを押すと、印字のＬＥＤが点灯し、印字が可能な状態になります。 
 印字のＬＥＤが点灯した状態で（４）連続自動送り検針、（５）手動送り検針、（６）棟指定検針、 

     （７）部屋指定検針と同様な検針操作をすると検針値が表示され、プリンターに印字します。 
   3.プリンターを取り外す場合は、必ず表示ＯＮ／ＯＦＦキーを押して表示を「ＯＦＦ」にしてから外  

    てください。 
    「ＯＦＦ」にしなかった場合は、検針盤やプリンターの故障の原因となることがあります。 
 
    （12）プリンター印字内容の読み方 
     印字例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２－４ エラー表示 
 
   （１）エラーＮｏ．とエラー内容 
        検針中何らかの異常が検出されると、検針値の表示部に下記のエラーＮｏ．を表示し、運転が止まり 

   ます（設定によっては、次の検針を行います）。 
        

  エラー№               エ  ラ  ー  内  容
  Ｅ－１３   応答電文が返ってきません。
  Ｅ－１４   電文フォーマットにエラーがありました。
  Ｅ－１５   端末伝送器のテーブルのＩＤとメーターのＩＤが一致しません。 
  Ｅ－３１   受信電文にフォーマット・エラーがありました。

 

  Ｅ－５５   プリンターに異常があります。
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   （２）エラーＮｏ．と想定できる原因と処置 
 
        検針中にエラーがでた場合、同じメーターを２～３度検針してみてください。 
      

  エラー№          想 定 原 因            処  置 
  Ｅ－１３  断線や機器の故障が考えられます。 再度検針してみてください。 

  Ｅ－１４  ノイズか機器の故障が考えられます。 再度検針してみてください。 

  Ｅ－１５  ノイズか機器の故障が考えられます。 再度検針してみてください。 

  Ｅ－３１  信号ラインにノイズが乗っていることが 
 考えられます。 

再度検針してみてください。 

 

  Ｅ－５５  紙切れが考えられます。 新しいプリンター用紙と交換してみてくださ
 い。  
 プリンター機器の故障が考えられます。 再度検針してみてください。 

                                                                                            
 
    処置方法の指示通りに対処しても異常表示が消えない場合は、機器の故障が考えられますので、 
    弊社の支店・営業所までご連絡下さい。 
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§３ 機器仕様 
 
  ３－１ 集中検針盤 
 

型     式 ＰＲ□□□－７８□Ｋ 

伝 送 盤 回 線 数 最大 ５回線 （端末伝送器は１回線当たり１０個まで接続可能） 

接 続 メ ー タ ー 数 

バス接続の場合：最大 ８００台 

バス、スター接続の場合：最大 ８００台 

（スター接続部分は６４台まで） 

スター接続：最大 １２８台         

接続可能なメーター 水道メーター、ガスメーター、温水メーター、積算熱量計 

通 信 方 式 ベースバンド  ３００ｂｐｓ 

通  信  線 
２心ケーブル φ０．９ 

（推奨：AE警報線、容量0.01μF/100m以下） 

検針盤 

 

ﾒｰﾀｰ 通 信 距 離 最大 ２００ｍ（推奨ケーブル使用時）  

通 信 方 式 ＦＳＫ  ３００、１２００ｂｐｓ 

通  信  線 ４心シールドケーブル  φ１．２（推奨：FCPEV 線） 
検針盤 

 

伝送器 通 信 距 離 
端末伝送器１０台接続時の通信距離は約５００ｍ 

（但し、線径、端末伝送器数、配置によっては1ｋｍまで可能） 

通 信 方 式 ベースバンド  ３００ＢＰＳ 

通   信   線 
２心ケーブル φ０．６５または、４心ケーブル φ０．６５       

（推奨：テレメーターケーブルまたは、カッド型ＰＥ屋外線） 

T-NCU 

 

検針盤 
通 信 距 離 最大 ２００ｍ（推奨ケーブル使用時） 

通 

 

信 

 

仕 

 

様 

プリンターとのｲﾝﾀﾌｪｰｽ 専用プリンターインタフェース 

液晶表示器 
２個 ・棟、部屋番号用 １桁(12ｾｸﾞﾒﾝﾄ)＋８桁(7ｾｸﾞﾒﾝﾄ) 

   ・検針値表示用 ８桁(7ｾｸﾞﾒﾝﾄ＋小数点＋単位) 

スイッチ メンブレンスイッチ（１２キー） 
表 示 部 

ＬＥＤ 赤色１６個、緑色１個 

メ ー タ ー 接 続 部 スクリューレス端子台 

コ  ネ  ク  タ  ー プリンター用コネクター（ＱＲ１用） 

時 計 機 能 部 時計精度 25℃ で 月差 ±約２分 

電     源 

ＡＣ１００ ± １０Ｖ ５０／６０Ｈｚ・・・常時電源供給 

メモリバックアップ機能・・・バックアップ時間 

 （リチウム電池）         停電時約5,000時間（累積停電時間）

消 費 電 力 

待機時 スター接続６４個用   ７Ｗ以下 

        スター接続１２８個用  ８Ｗ以下 

        バス・スター接続（最大システム）５０Ｗ以下 

検針時  スター接続６４個用   ９Ｗ以下 

        スター接続１２８個用 １１Ｗ以下 

        バス・スター接続（最大システム）８０Ｗ以下 

使 用 温 度 範 囲 －１０ ～ ＋５０℃ 

使 用 湿 度 範 囲 ９０％ＲＨ以下（ただし結露しないこと） 

材     質 ＳＰＣＣ－ＳＤ 板厚ｔ＝１．６mm       

外 形 寸 法 
バス・スター及びスター接続６４個用 380(W)×450(H)×150(D) 

スター接続１２８個用  450(W)×550(H)×150(D) 

塗   装   色 粉体塗装 日塗工（□22-90B）  

パネル盤 

錠 タキゲン Ａ－１４７   

取 付 方 法 屋内壁面取付型（直接雨のかからない壁面） 

質     量 標準仕様    約２２ｋｇ 
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  ３－２ 端末伝送器 

 
型    式 ＲＴ１６－Ｆ８ 

接 続 メ ー タ ー 数 最大 １６個 

接続可能なメーター 水道メーター、ガスメーター、温水メーター、積算熱量計 

通信方式 ベースバンド  ３００ｂｐｓ 

通 信 線 ２心ケーブル φ０．９（推奨：ＡＥ警報用電線） 

通 

信 

仕

様 

伝送器 

 

メーター 通信距離 最大 ２００ｍ（推奨ケーブル使用時） 

電     源 盤より供給・・・・・・ＤＣ14.5～25.5Ｖ 

使 用 温 度 範 囲 －１０～＋５０℃ 

保 存 温 度 範 囲 －２０～＋６０℃ 

使 用 湿 度 範 囲 ９０％ＲＨ以下（但し、結露しないこと） 

材  質 ＡＢＳ樹脂 

塗 装 色 日塗工（□２２－９０Ｂ）相当 ケース 

外形寸法 ２００(Ｗ)×２５０(Ｈ)×５０(Ｄ)㎜ 

取  付  方  法 屋内壁面取付型（直接雨のかからない壁面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

質     量 約０．７５㎏ 

 
 
§４ 取扱い上の注意事項 
 
  ４－１ 交換部品について 
 
   （１）電池交換の時期について 
      停電の累積時間が５０００時間（約２００日）を超した場合や、取付け後約８年経過した場合は 

      電池の交換が必要です。交換の時期になりましたら、当社最寄りの支店または営業所までご連絡 
      ください。 
   （２）スイッチング電源及び漢字プリンター交換の時期について 
          取付け後約８年経過した場合（１０年以内）は、スイッチング電源及び漢字プリンターの交換が 
      必要です。交換の時期になりましたら、当社最寄りの支店または営業所までご連絡ください。 
   （３）プリンター用紙交換について 
          プリンター用紙切れの際には、プリンター異常としてエラー表示を行います。最寄りの支店また 
      は営業所までご連絡ください。 
 
  ４－２ 廃棄 
 
   （１）廃棄する場合の処置 
        1. バックアップ用の電池を外します。 
        2. 廃棄は各自治体の条例、または指針に従ってください。 
 
  ４－３ 集中検針システム（電子ユニット）の点検 
 
    集中検針システムの機能を十分に発揮させ、システムの正常な運転状態を維持するためには定期的 
    な点検が必要です。点検の内容、詳細につきましては、当社最寄りの支店または営業所までご連絡 
    ください。 
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 §５ 保証とアフターサービス 
 
    ５－１．修理を依頼されるとき 
 
    より速く、より確実に修理するためには、製品名（ＡＲ－Ⅶ）およびできるだけ詳しい「故障状況」 

   が必要です。その情報を当社最寄りの支店または営業所までご連絡ください。 
 
   （１）保証書（別添付） 
       保証書は集中検針盤に添付されています。よくお読みいただき必要事項をご記入の上、大切に保 

      管してください。 
 
     （２）保証期間中の修理 
          ご購入から１年間は保証期間とし、保証期間中に故障した場合は保証書記載内容にもとづいて修 

      理いたします。くわしくは保証書をご覧ください。 
 
     （３）保証期間を過ぎているときの修理 
          修理すれば使用できる商品については、お客様のご依頼により有償修理いたします。 
      ただし、集中検針盤の補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後７年です。 
 
      (注)補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 
 
    
     お願い  

  性能改善のため予告なく製品仕様、その他記載内容を変更することがあ 
 りますのでご了承ください。 

 


